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      第 1章                        
 
ベトナムの障害者福祉における「国家と社会」     
   




































 第１節 各級地方政府の位置づけ 
 
本節ではベトナムの障害者福祉関連分野3における地方各級の役割を考察
する。地方において「政府」に相当するのは人民委員会（Uy ban Nhan dan）
であるため、人民委員会を対象に記述することになる。ここでは地方各級人
民委員会の役割を主に人民評議会・人民委員会組織法4に基づいて考察する。
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社会問題室、組織・社会労働室（Phong Lao dong-Thuong binh va Xa hoi 
hoac Phong To chuc-Lao dong xa hoi huyen,quan,thi xa、以下「労働・
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ことはできない、軍人１人も欠くことはできない（Gao khong thieu mot 





  表６が示す通り、2000 年の行政区分によればタイビン省は県級７、社級
285の行政単位から構成される。今回調査を行なった A社があるブートゥー
県の下位単位は１つの市鎮、30の社から構成される。少し古い数字となるが、
表７が示すように 2001年のブートゥー県の人口は 22万 7058人で同年のタ






A 社の人口は 9619 人でブートゥー県人口に占める比率は 4.2%、面積は
564.8haで約 2.85%、耕地面積は 386.5haで約 3.35%であり、同県内の他の















































る。続く 1979 年 2 月にはベトナムのカンボジア侵攻を地政学的観点からも
快く思わない中国がベトナム北部国境から攻め入り戦争となった。カンボジ








途中から失った 50代後半の男性、両腕が硬直したままの 10代半ばの青年…。 
視覚障害では、生来右眼の眼球がない 20 代前半の女性、右眼を失明した
40代前半の男性、15歳の時に視覚を失った 50代後半の女性、多少見ること

























































婚したが視覚を失ったことを発端、原因として 2004 年 2 月に妻が姿を消し
てしまった。 
タイニン省でバオベ24として戦闘に参加した 40 代後半の男性は両脚がや
















負ったという 50 代前半の女性25、6 歳の時に頭痛が始まり脳軟化症(benh 













              
 －30－
あるいは病気が原因で障害を負われた方については前者が 18 人中 4 人、後
者は 11 人中２人という極めて低い割合でしか補助を受けられていないとい
うことである27。資金援助額にもかなり格差があり戦争傷病兵の最高受給額
は 122万 2000ドン(本人分 93万ドン、補助者分 29万 2000ドン)であるのに


















































































 B さんは 1940 年代後半生まれの男性。ベトナム南部ミートーで戦闘に参
加した。従軍中に左腕の途中から先を失い、腹部にも重症を負った。現在も
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腹部から腰周りにかけて傷が残る。また視覚にも影響が出ている。傷度は












 C さんは 1990 年代末生まれの男性である。C さんは話すことができない
ので農業を営む 50代前半の父親が応答してくれた。父親は 1970年代初めか
ら 1980 年代初めにかけてベトナム戦争に参加、そのうち 5 年を超える月日
を中部高原ですごした。一見したところ分からないが、従軍中に枯葉剤に被

























































 E さんの父親にとって最も心配なことは E さんの健康と将来のことであ


















共に 30 代前半の両親はベトナム中部ダクラク省で商売をしており、年 2
回 3～4 カ月の期間で仕入れかもかねてタイビン省に戻ってくる。F さんが
学校に通うことに両親が反対していることに Fさんは不満を持っている。留
守がちな両親に代わり、60 代前半のお爺さんが農業をしながら F さんの世
話をしている。筆者訪問時に F君はサッカーに興じる弟と友達の輪の中にい
た。友達は多い。家族として、食べるには困っていない。 
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1 障害者法令(1998)では障害者(Nguoi tan tat)について以下のように定義している。 
「1条：この法令の定めるところの障害者は、障害を引き起こした原因による区別なく、身体





















年報 2004』2004年 211ページ)、同級で働く職員の公務員化を図っている。 
3 ここではあえてより広い社会保障、社会福祉に関わる領域についても記すことにしたい。 
4 “Hoi Va Dap  Ve  Luat  To  Chuc Hoi dong Nhan dan va Uy ban Nhan Dan, Luat 
Bau cu Dai bieu Hoi dong Nhan dan,Nha xuat ban chinh tri quoc gia 2004をベースに記述
を行なう。しかしその内容についてはVu cong tac lap phap “Nhung noi dung co ban cua Luat 













6 “Hoi Va Dap  Ve  Luat  To  Chuc Hoi dong Nhan dan va…,”p.99. 
7 “Hoi Va Dap  Ve  Luat  To  Chuc Hoi dong Nhan dan va…,”p.121. 
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8 “Hoi Va Dap  Ve  Luat  To  Chuc Hoi dong Nhan dan va…,” pp.148-149. 
9 “Hoi Va Dap  Ve  Luat  To  Chuc Hoi dong Nhan dan va…,” p.153. 
10 “Hoi Dap ve Nhung chinh sach tro cap xa hoi chu yeu cua nha nuoc” Nha xuat ban lao 
dong –xa hoi 2003. pp.70-71, Thong tu lien tich so 17/2000/TTLT-BLDTBXH-BTC ngay 
5/7/2000 cua Bo Lao dong-Thuong binh va Xa hoi va Bo Tai chinh huong dan thuc hien 
Quyet dinh so 26/2000/QD-TTg cua Thu tuong Chinh phu ve che do doi voi nguoi tham gia 
khang chien va con de cua ho bi nhiem chat doc hoa hoc do My su dung o Viet Nam. 
11 “Hoi Dap ve Nhung chinh sach tro cap xa hoi…” pp.63～64,286,Quyet dinh 
so105/1998/QD-TTG Ngay 09/6/1998 cua Thu tuong Chinh phu ve viec cho phep Hoi Chu 






13 向井啓二種智院大学助教授がMinistry of Labour,and Social Affairs,Social Protection 
Department,Report on the Social Protection strategy for Helpless Elderly,Disabled People 
and Orphans in Vietnam,1999.に基づいて紹介した数字。筆者の手元にはない資料なので、向
井氏の同レポートに基づく記述に従ってベトナムの障害者全般に関する数字を以下記しておき
たい。 
居住状況：都市部 12.73%、農村部 82.27%、障害者の内家族と同居している者 95.85%、一
人暮らし 3.31％、社会保護センター居住 0.22%、ホームレス 0.61%。 
障害原因：先天性 34.15%、何らかの合併症によるもの 35.73%、労働 1.98%、交通事故 5.52%、
戦争 19.07%、その他 3.35%。 
障害種別：移動（運動）障害 35.46%、視角障害 15.70%、神経系統の障害(感覚障害)13.93%、
知的障害 9.11%、聴覚障害 9.21%、言語障害 7.92%、重複障害 20.22%。 
その他：健康状態にある人 35.92%、非識字率 35.58%。専門知識を持たない者 97.64％。経
済活動による収入の全収入に占める割合 33.92%（向井啓二「ベトナムの障害者に関する法制の
現状」『仏教福祉学第 7号』種智院大学 2002年 88～90ページ）。  
14 「類型別にみると、身体障害児・者が 352万人(約 58%)と多く、次に精神障害者の約 204
万人(約 34%)、知的障害児・者が 46万人(約８%)となっている」（相澤譲治編『障害者福祉論』




ただ、これらの第 1級行政区はそれぞれ上述の 3地域内に位置している。 
16 2000年の数字がなぜ表１の数字と同じかについては今後の考察課題としたい。 
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18 Tran Duc Luong”Tu nhung viec xay ra o Thai Binh,Dang,Nha nuoc va Nhan dan ta rut 




















た家族の子供についての首相決定(Quyet dinh so 26/2000/QD-TTG Ngay 23/２/2000 cua Thu 
tuong Chinh phu ve mot so che do doi voi nguoi tham gia khang chien va con de cua ho bi 
nhiem chat doc hoa hoc do My su dung trong chien tranh Viet Nam )」が 2000年に出され、
財政省が予算源の保障、経費使用の指導を行うことと定められている。A社の枯葉剤被災者が
国から補助金(tro cap)を受ける時、その財源がどこにあるかは未だ完全に確認できていない。 















30 注 22「この補助金について…」参照。 
31 アジ研保健室の本多さんによると、こうした原因でタオさんのような症状になる可能性も
あるのだろうが…という疑問が残るという。この前後（生来だとか事故によるショックとか）
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の色々な原因が積み重なってこうした症状になったと考えた方が理解しやすいとのことであっ
た。 




















 (c)慈善・人道工作→実行のための指導を行う(huong dan thuc hien) 
 
県人民委員会（郡人民委員会）→指導、実行 
(a)老人・障害者・頼る場所のない孤児→保全し、ケアをする(bao ve va cham soc) 
(b)母(ba me)、児童(tre em)→保全し、ケアをする(bao ve va cham soc) 
(c)労働者に職業訓練、失業問題の解決→組織、指導する（to chuc,chi dao） 





を実行する(Thuc hien chinh sach,che do… )； 
(b)慈善、人道活動→組織する(To chuc cac hoat dong…) 
(c )困難に直面した家族、孤独老人・障害者・頼る場所のない孤児→援助するよう人民を動員す
る(van dong nhan dan giup do…) 
(d)法律の規定にしたがった地方における政策対象(doi tuong chinh sach)→養育、ケア形式を組
織する(to chuc cac hinh thuc…)。 
※烈士の公墓(nghia trang)→管理、保全、修繕する(Quan ly,bao ve,tu bo)； 






表２  全国の社会救助対象者数                                                   (人) 
 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
総数 122185 169902 742232 715372 197606 952350 556610 548898 
身寄りのない孤独老人 52806 66822 133829 129665 73411 142209 104878 101610 
重度障害者 43696 65424 415444 462462 88681 653161 363351 297017 
施しを乞う必要がある人 1028 1495 37202 29434 3663 27963 1144 2696 
身寄りのない孤児 24655 36161 155757 93811 31851 129017 87237 147575 










表３  全国地域区分ごとの補助受給重度障害者                                    (人) 
 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
紅河デルタ地域 25815 20836 27132 26595 30274 53824 
北部東方地域 1136 4230 5111 5494 6651 7333 
北部西方地域 2982 1825 1834 1834 1885 2746 
中部沿海北方地域 19615 21170 28712 28712 26542 22473 
中部沿海南方地域 2894 3678 6368 7192 10086 9442 
中部高原地域 1818 2538 2656 1399 4337 4267 
南部東方地域 3766 7199 10149 12365 13643 11294 
メコンデルタ地域 2406 3262 6264 15515 7975 9433 
(出所)Bo Lao dong thuong binh va xa hoi"Nien giam thong ke Lao dong t uong binh binh va xa hoi"Nha 




表４ タイビン省人口に占める社会補助受給者の割合                                  (人) 
 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
全国の補助受給重度障害者 (人) 63132 64738 886 1 99561 101393 120197 
全国人口 (人) 75456300 76596700 77635400 78685800 79727400 80902400 
全国の補助受給重度障害者/全国人口
(%) 
0.083667 0.084518 0.1142275 0.12653 0.127175 0.1485704 
紅河デルタの補助受給重度障害者(人) 25815 20836 27132 26595 30274 53824 
紅河デルタ(人) 16701500 16870600 17039200 17243300 17455800 17648700 
紅河デルタの補助受給重度障害者/紅
河デルタ人口(%) 
0.154567 0.123505 0.1592328 0.154234 0.173432 0.3049743 
タイビン省の補助受給重度障害者 (人) 1792 2196 2577 2632 2016 1991 
タイビン省 (人) 1778500 1788100 1803800 1814700 1828800 1831100 
タイビン省の補助受給重度障害者/タイ
ビン省人口(%) 
0.1007591 0.122812 0.1428651 0.145038 0.110236 0.1087325 
(出所)Niem giam thong ke2001,2004,Bo Lao dong thuong binh va xa hoi"Nien giam thong ke Lao dong thuong binh 
binh va xa hoi"Nha xuat ban lao dong xa hoi 2001,2002,2003より筆者作成。 
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表５ タイビン省の人口                                                            (人) 
 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004(暫定) 
全国 75456300 76596700 77635400 78685800 79727400 80902400 82032300 
紅河デルタ 16701500 16870600 17039200 17243300 17455800 17648700 17836000
タイビン省 1778500 1788100 1803800 1814700 1828800 1831100 1842800 
ハノイ市 2621500 2685000 2739200 2841700 2931400 3007000 3082800 














 市鎮 坊 社 
各単位総数 7 6 272 
タイビン市  6 7 
クインフ(Quynh Phu)県 1 0 37 
フンハ(Hung Ha)県 1 0 33 
ターイトゥイ(Thai Thuy)県 1 0 47 
ドンフン(Dong Hung)県 1 0 45 
ブートゥー(Vu Thu)県 1 0 30 
キエンスオン(Kien Xuong)県 1 0 39 
ティエンハーイ(Tien Hai)県 1 0 34 
(出所)Tong cuc thong ke “Danh muc cac don vi hanh chinh Viet Nam 





表７ タイビン省ヴートゥー県A社の基礎データ(2001 年現在)  
名称 人口 面積 耕地 
Thai Binh省 1814700人 154400ha 104000ha 
Vu Thu県 227058人 19843ha 11520.4ha 
A社 9619人 564.8ha 386.5ha 
(出所）So Van hoa Thong tin Thai Binh(Pham Minh Duc,Buy Duy Lan) 
"Dat va Nguoi Thai Binh"Trung tam UNESCO Thong tin tu lieu su,Van hoa  











表８ 対象者の生年月日分布(対象総数 47人) 
年 人数 整理番号 
1930～1939 2人 16,23 
1940～1949 8人 1，2，8，14,15,18,31,44 
1950～1959 5人 6,11,17,30,46 
1960～1969 4人 3,7,43,45 
1970～1979 9人 4,19,21,22,36,37,38,40,42 
1980～1989 7人 5,10,20,24,25,29,33 
1990～1999 10人 12,13,26,27,28,32,34,35,41,47 
2000～ 2人 9,39 
(注)整理番号26,27は同一家族。戦争により障害を負った人→16,23,1,2,8,14, 15,17,43, 
枯葉剤被災者の承認を受けた人→4,22,13,26,27,枯葉剤被災の疑い, 可能性がある人 







表９ 障害の種類(対象総数 47人） 
原因 人数 整理番号 
肢体 31人 1,2,3,5,6,8,9,11,12,13,14,15,16,17,19,21,22,23,25,26,27,31,32 34,35,37,39,40,41,42,46 
視角 23人 2,9,10,11,13,14,15,16,18,19,2 ,22,23,26,27,31,34,36,37,38,40,42,45 
聴覚 24人 1,2,9,11,13,19,20,21,22,23,26,27,28,30,31,33,34,36,38,40,41,42,44,47 
言語 28人 1,9，11,12,13,19,20,21,22,25,26,27,28,29,30,31,33,34,35,36,37,38,39,40,41,42,44,47 
神経 31人 1,4,7,8,9,11,13,18,19,20 21,22,23 24,26,27,29,30,31,32,34,36,37,38,39,40,41,42,43,45,47 
精神 26人 4,7,9,11,13,19,20,21,22,23,24,26,27,29,30,31,32,34,36,37,38,39,40,41,42,43 
(注)整理番号26，27は同一家族。 








表 10 障害を負った原因(対象総数 47人) 
原因 人数 整理番号 
戦争 9人 1,2,8,14,15,16,17,23,43 
枯葉剤   
承認済み 5人 4,13,22,26,27 
可能性 3人 9,10,19 
病気 11人 7,11,18,19,24,25,28,38,39,46,47 
事故 4人 5,36,38,45 
老齢 １人 31 
生来 18人 3,6,12,20,21,29,30,32,33, 4,35,37,40,41,42,44,47 
(注)整理番号26，27は同一家族。 






表11 国からの資金補助(tro cap)受給者と障害要因（対象総数47人） 
要因 人数 整理番号 
戦争 9人（９人） 1,2,8,14,15,16,17,23,43 
枯葉剤 5人（５人） 4,13,22,26,27 
生来 4人（１８人） 6,20,40,42 
病気 2人（１１人） 11,18 
年金 1人 31 
(注)整理番号26,27 は同一家族。（）内は当該総数。 








表 12 国家に対する要求(総数 45/47 人） 
種類 人数 整理番号 
資金援助 28人 3,4,6,8,10,11,13,17,8,20,21 22,23,25,26,27,28,29,3
0,32,33,34,35,37,38,41,44,45 
医療 12人 4,7,10,24,28,36,37,38,39,41,46,47 
医療保険 5人 10,36,37,38,41 
教育(機会） 5人 12,13,25,35,47 
仕事(機会） 2人 5,27 
生活支援、保障 5人 6,15,16,19,30 
関心 9人 2,18,19,25,29,31,34,42,46 
家族への支援 3人 27,30,43 
 (注)整理番号26,27 は同一家族。 




表 13 社会に対する要求(総数 15/47 人) 
種類 人数 整理番号 
資金援助 4人 18,21,41,43 
医療(機会) 1人 25 
医療保険 1人 46 
教育(機会） 1人 12 
職業訓練 1人 28, 
支援 2人 11,37(国と同様に）,40 
関心 3人 11,19,42 
理解 1人 38 
家族への支援 1人 36 
(注)整理番号26,27 は同一家族。18は｢視覚障害者の会｣に対する要求、9、                                  
21は対象 に社 UBND を含むとの応答。25は赤十字に対しての要求。 




表 14 最も心配なこと(対象総数 47人） 
種類 人数 整理番号 
健康 21人 1,3,8,9,10,11,13,14,15,16,18,22 24 25,29,34,38,42,44,45,46 
病気 5人 9,15,23,39,47 
徘徊 4人 29,30,36,37 
世話 18人 4,7,9,12,13,17,19,21,22,26,27,29,33,34,35,37,38,42 
経済 9人 20,26,31,32,33,36,41,42,43 
生活 2人 25,33 
教育 3人 12,41,47 
(注)整理番号26,27 は同一家族。 







表 15 役割を持っている方(対象総数 47人） 
種類 人数 整理番号 
役割を持っている方 19人 2,3,6,8,10,14,16,17,23,25,27,29,32,33,36,37,44,45,46 
家事 12人 6,10,16,23,25,29,33,36,37,44,45,46 
農業 4人 8,14,36,45 
孫の世話 3人 2，14，17 
弟の世話 1人 27 
洋裁(職業) 1人 3 
揚げ豆腐製造 1人 6 
家畜(豚）の世話 2人 37，46 
(注)整理番号26,27 は同一家族。 
(出所）2005 年 10月 19～11 月２日の調査に基づき筆者作成。 
  
 
